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吸盤亜目ヒラムシ Prosthiostomum trilineatum に、高濃度

のフグ毒が含まれていることを発見 
 

研究成果のポイント 

・三浦半島葉山沿岸で採取した吸盤亜目ヒラムシ Prosthiostomum trilineatum（ミスジホ

ソヒラムシ）からフグ毒とフグ毒関連化合物が検出された。 
 

・これまでフグ毒を保有しているのは、無吸盤亜目ヒラムシの中でもツノヒラムシ属に

含まれる特定の系統と考えられていたが、今回初めて吸盤亜目ヒラムシからフグ毒が

検出された。 
 
研究成果の詳細 
 

（研究背景） 

 フグ毒と知られるテトロドトキシン（TTX）は、青酸カリの 800 倍を超える極めて強力な

神経毒です。フグ毒を保有している海洋生物は、ツムギハゼ、ウモレオウギガニ、スベスベ

マンジュウガニ、ヒョウモンダコなど多種にわたりますが、その中でもオオツノヒラムシな

どのツノヒラムシ属（Planocera 属）は高濃度のフグ毒を保有することが知られています。

扁形動物門・渦虫綱・多岐腸目に属するヒラムシは腹面の吸盤の有無によって、さらに吸盤

亜目・無吸盤亜目に分類することができます。これまでの研究結果 

から、ヒラムシにおけるフグ毒の分布は無吸盤亜目のツノヒラムシ 

属の特定の系統に集約されていました。今回我々は、ヒラムシにお 

けるフグ毒の分布状況を調査する過程で、初めて吸盤亜目ヒラムシ 

に属する Prosthiostomum trilineatum（ミスジホソヒラムシ）から 
フグ毒を検出しました。 



（研究成果） 

神奈川県葉山沿岸部で採取した吸盤亜目ヒラムシ 2 個体について（図 1）、核ゲノムにコ

ードされる 28S rRNA 遺伝子の部分配列を増幅し、塩基配列を決定しました。得られた塩基

配列の結果と外部形態の観察から、採取したヒラムシを Prosthiostomum trilineatum（ミスジ

ホソヒラムシ）と同定しました。次に決定した塩基配列を用いて、分子系統樹を構築し、系

統解析を実施しました（図 2）。 

 
図 1. 葉山沿岸部で採取した吸盤亜目のヒラムシ Prosthiostomum trilineatum（ミスジホソヒラムシ） 

  

 
図 2. 28S  rRNA 遺伝子の塩基配列に基づく無吸盤亜目・吸盤亜目のヒラムシ類の最尤法による系統樹. 

Paratoplana renatae の当該配列を外群に用いた. 
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続いて LC-MS/MS 分析により、TTX とその関連化合物である 5,6,11-trideoxyTTX の保有

状況について調べたところ、Prosthiostomum trilineatum（ミスジホソヒラムシ）から、高濃度

の TTX と 5,6,11-trideoxyTTX が検出されました。これまで複数種のヒラムシから TTX が検

出されていますが、いずれも無吸盤亜目のツノヒラムシ属（Planocera 属）に含まれる特

定の系統に限られていました。今回我々は、世界で初めて吸盤亜目のヒラムシから TTX
を保有する種を発見したことから、ヒラムシにおける TTX の分布はこれまでの想定よ

り広い可能性が示唆されます。今後は引き続き、Prosthiostomum trilineatum（ミスジホソ

ヒラムシ）、および吸盤亜目のヒラムシを採取し、TTX の分布を調査していきたいと考えて

います。 
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